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県内外の様々な分野の専門家を招き、文化創造館の成果や課題について議論を蓄積する場として、毎年委員
会を開催し、今年もそれぞれの視点から評価をいただきました。

開催日 | 2025 年 2 月 6 日 （木）    会場 | 秋田市文化創造館

上松 留美（ハラッパ AFTER SCHOOL 代表）
そうだん会をやっているが、最近むしろスタッフが忙しそうで相談しにくい、ハードルがあがった印象を受けている。開館前後
に創造館を応援してきた人たちから置いてけぼりな気持ちを感じるという声も聞く。創造館を作る時に、「コーディネートする」
という点が魅力だったが、だんだんとそれが薄れ、貸館のイメージができてきてしまっている。その印象が定着する前に、セー
ブするところはセーブし、もっと強化したいところは創造館からアプローチしていくことも重要。秋田の人たちは積極的ではな
い側面もある。利用者間の仲介・仲裁や、職員による定期巡回などをお願いしたい。また高校生の勉強する姿もいいが、親子連
れが入りにくい雰囲気ができていると感じる。館内でゾーニングの工夫があっても良いのでは。

大澤 寅雄（NPO 法人アート NPO リンク 理事長）
施設利用件数や来館者数がどんどん伸びることは嬉しいが、リスク対策や安全性、職員の疲弊を考えた場合、数値が伸び続ける
ことが必ずしも良いとは言えない。それが施設としての多様なチャレンジ力を阻害する要因になっていてはむしろ問題。創造館
は余白が大事。単に貸館で 100% 近い利用となれば良いわけではない。物理的な場所の余白もそうだが、職員の心理的・時間的
な余裕や余白も同じ。相談対応する場合でも利用者が職員に依存しすぎないような意識も必要。また、様々な得意分野を持つ職
員がいる中で、その専門性への対価が適正であるべきだとはっきり言及しておきたい。さらに、創造館での勤務経験が、その後
のより良いキャリア形成につながり、アートマネジメント業界全体の人材育成になるような設計が必要だと思う。

小倉 拓也（秋田大学 准教授）
利用者数増は創造館の先鋭的な取り組みが理解を得ている証拠であり、その点は素晴らしいことだが、スタッフの負担という観
点から、健全ではないバランスになってきているかもしれない。独自性を殺すのではなく活かす方向でターゲットを絞るべきな
のかもしれないが、それは創造館の「公共施設」としての側面を見つめなおすことを要請するだろう。実のところ、利用者には
すでにリピーターが多く、文化や創造に関心のある一部の市民の「上澄みをすくう」状況になっている可能性もある。「アンチ創
造館」といった層が出てくる可能性も。それは必ずしも否定されるべきことではないが、当初の「誰にでも開かれた」という理
念を維持し続けることは容易ではなく、それを再定義していく必要があるだろう。スタッフのモチベーション維持は、お金の問
題に尽きるのではないか。やりがい搾取になってしまわないよう、物価高騰や県の人口流出も念頭に、専門的なスキルのある職
員にそれに見合った対価を手当てすべきであり、人件費予算をしっかり要求していくべきだろう。

工藤 尚悟（国際教養大学 准教授）
普段、創造館へはイベントがあるから行くのではなく、「この原稿を書くから行こう」という使い方をしている。イベントのよう
な「ON」のところだけではなく、「OFF」のところも意識してほしい。OFF があるから、勉強しに来たり、ふらっと足を運ぶ人がいる。
ON を強化すると、OFF が弾かれてしまう。文化創造館は「文化を創造する」という明確なネーミング。秋田で「文化を創造す
る」をどう読み解くかというと、日常の生活の動線の中に創造館が入っていることが文化創造だと思う。イベントに引き付けら
れてきているのではなく、自分なりの使い方をする。そういう層をどう増やしていくか。こういう場所は自分の日常の中に要ら
ないから必要ないと考える人が出てくるのはリスク。創造館の本質的な価値を言語化できるようになる必要がある。

林 千晶（株式会社 Q０ 代表取締役社長）
創造館は、「メインストリーム」に対する「オルタナティブなみんな」に開かれていると理解している。それが最近、いい意味でちょっ
とずつメインになってきている。ただ、創造館を誰にでも貸して「テナント業」になるのはもったいない。開館5年目が見えてきて、
そろそろ「何のための施設」なのかをもっと説いても良いのではないか。今年度の報告で「つくる」イメージを強化していると
のことだが、どんな「つくる」が行われて欲しいのか。どう使われていて、何が生まれているのか。その発信が足りていない。
使い方のモデルケースをもっと見せて、「これが正解」ということではなく、「使い方はあなた次第」というスタンスを伝える。
利用件数よりもこれ！という事例を是非増やしていってほしい。

三浦 崇暢（秋田市仲小路振興会 副会長）
SNS（X）のインプレッション数が減っているにもかかわらず、利用者や来館者数が増えているというのはチラシの効果やリピー
ターの効果だろうと想像する。不動産業のノウハウを踏まえると、利用者・来館者の属性が変わってくると、リスクが高まる懸
念がある。「マス」に訴求することで、これまでの治安が維持できなくなる。この場所はこういう風に使ってほしいという事例を
示すことで、準備すべきリスク対策や安全性の担保が変わってくる。また、人材育成はすごく大変なこと。管理チームと事業チー
ムを一体化したとのことだが、管理や企画双方の業務ができるのはマネジメントレベルの業務範疇や難易度を抱えることになる
のでは。次雇う人の賃金設定をどうするか。新人と古参の賃金バランスについても配慮が必要。

2024年度   秋田市文化創造館   外部評価委員会

文化創造館の活動やアイデアを活かした企画を他団体と実施する機会が増えています。

館外活動のひろがり

開催期間 | 2025 年 1 月 17 日 （金）～ 2 月 16 日 （日）
会場 | 秋田駅ビル アルス地下 1 階
主催 | 東京藝術大学
共催 | 秋田ステーションビル株式会社
運営 | trunk、 NPO 法人アーツセンターあきた
協力 | 東日本旅客鉄道株式会社　協賛 | 秋田プライウッド株式会社
後援|秋田県、 秋田市、 公立大学法人秋田公立美術大学、 秋田魁新報社、 ABS 秋田放送、 
AKT 秋田テレビ、 AAB 秋田朝日放送、 朝日新聞秋田総局、 読売新聞秋田支局、 毎日新聞
秋田支局、 秋田経済新聞、 CNA 秋田ケーブルテレビ

東京藝術大学と秋田ステーションビル株式会社がアートを通じて、 秋田のまち
をさらに元気にする企画として、 秋田駅ビル 「アルス」 地下１階を会場に開催。 
館長が企画監修を務めたほか、 創造館の工作スペース 「ソウゾウカンラボ」 を出
張。 新たな活動の場を育みました。

あきた まちのえき

開催日 | 2024 年 7 月 27 日 （土）
会場 | 秋田市文化創造館
ゲスト | 山川 恭弘 （バブソン大学 アントレプレナーシップ准教授）
地域主催者 | 芦立 さやか （秋田市文化創造館 ディレクター）
主催 | 公立大学法人国際教養大学　共催 | 株式会社Ｑ０
運営 | 秋田市文化創造館
連携|公立大学法人秋田県立大学、 公立大学法人秋田公立美術大学

創造館の活動の特徴である自立的な活動を育む機会として、 屋外エリアで自由
にくつろぐ場所を見つけてもらいました。後半では 「失敗から学ぶ」 をテーマに
した講演を開催。

秋田 COI-NEXT 拠点 ソウゾウの森会議

ステージラボ八戸セッション
「アートセンターと居場所」
全国の公立文化施設等の職員を対象とした
研修機会の一コマを担当。 創造館の職員に
なりきって日々のトラブルに対応するロー
ルプレイを実施し、 公共施設とは何か、 そ
の可能性について改めて思考しました。

開催日 | 2024 年 7 月 4 日 （木）　
会場 | 八戸市美術館
主催 | 一般財団法人地域創造
コーディネーター | 大澤 寅雄 （合同会社文化
コモンズ研究所代表・主任研究員）
ゲスト | 三富 章恵 （NPO 法人アーツセンター
あきた事務局長）

喜多方市文化創造都市講演会

「みんなでつくる  なにかがお
きる  誰もがクリエイティブを
発揮する秋田市文化創造館
に学ぶ」
文化芸術創造都市の推進に取り組む喜多方
市。 地域資源や市民をコーディネートするこ
とや創造性の力について考えるため、 創造館
の事例を紹介しました。

開催日 | 2024 年 10 月 6 日 （日）
会場 | 喜多方プラザ
主催 | 喜多方市教育委員会文化課
協力 |一般社団法人会津地域文化藝術フォーラム
講師 | 芦立さやか

はじまりの美術館  開館１０周年企画
トークシリーズ 「てんでバラバラ～
はじまりあれこれ、 あちこちはじまり～」

第７回 「すべての人に場を
ひらく - スケーターもクレー
マーも-」
出張カタルバーの形式で、 はじまりの美術
館に語る場が登場。 「すべての人に場をひ
らく」 とする文化創造館の基本理念をどう
体現するか、 試行錯誤の様子をお話ししま
した。

開催日 | 2024 年 10 月 5 日 （土）
会場・主催 | はじまりの美術館
ゲスト | 三富 章恵

開催日 | 2025 年 3 月 17 日 （月）
会場 | 秋田市文化創造館、 オンライン
主催 | 秋田市文化創造館
助成 | 公益財団法人 小笠原敏晶記念財団
参加団体 | 秋田市文化創造館、 京都芸術センター、 国際芸術センター青森 ACAC、 札幌
文化芸術交流センター SCARTS、 せんだいメディアテーク （五十音順）

より良い職場環境の向上を目指し、 類似する団体等と共にお
互いの課題を共有し、 対策を思考し、 アーカイブしていく研
究会を発足。 外部サイト （note） にレポートや専門家による
テキスト等を掲載していきます。

note

持続可能なアートプロジェクトのための
人材育成研究会 キックオフミーティング

＃地域連携



アンケート調査
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186,840人 4,002人

4,365枚

1,143件

18品目

来館者数

「よじろあげ」を
店内で焼いた枚数

○HAJIMARUの
売れ筋トップ３

施設利用件数１番多かった日の来館者数

１位 | 08COFFEE
コーヒーバック（カップ付き）

2位 | オーガニック
ジンジャーエール

3位 | ミネラルウォーター

PARKで育てた
野菜やハーブの種類

数字を見ながら、1年を振り返ってみましょう。

数字で見る文化創造館

ところで、来館者数をどうやって数えてるのですか？

文化創造館では、 館内の状況を把握し、 安全性の確保や円滑な運営を図るため、 施設の出
入口に通過人数自動カウンターを設置し、 来館者数を計測しています。 人が出入口を通過
するとセンサーがそれを検知し、 来館者の出入りを計測する仕組みとなっています。

センサーが設置されている出入口は４カ所で、 お堀側２つの出入口と 「あきた芸術劇場ミ
ルハス」側の出入口、 「中央図書館明徳館」 側の出入口です。

自動カウンターは一人当たりの出入りや再入館であったり、 職員や関係者の出入りも計測
してしまうので、 文化創造館ではより正確な数字に近づけるため、 各自動カウンターが計
測した数を合算し、 その数を４で割り算して来館者数を算出しています。 2024 年度は
186,840 人でしたので、 まさに 747,360 回の出入りを計測したことになります。 ただし、 
屋外や外階段からつながる２階出入口には自動カウンターが設置されていないので、 実際
にはもっと多くの人や 「わんにゃん」 に訪問いただいたかもしれません。

●ここでイベントが盛んにおこなわれ
ているのは知っていましたが、 どうい
う場所なのかわからなかったので来て
みました。 とても興味深く面白かった
です。

●近隣の高校の部活動とコラボイベン
トをしてほしい。

●植物が枯れていますよ。

●入り口のドアが閉まる際にガチャン
と音を立ててうるさい。

●いろいろな分野の方と出会える施設
だと思います。

●出来ることに自由度も高くとてもい
い施設、 設備だと思います。

●以前よりも土日は混雑していて盛り
上がっていると思います。

●総合案内がかなり入りづらかった。

●メールのやりとりの際の確認がやや
遅く、 確認漏れもある。

来館者からの声

利用者からの声

ソウゾウカンラボについて

●家ではゲームばかりの子どももこの
場所の雰囲気で和んでいました。

●普段使わない材料や工具で創作でき
て子どもがとても喜びました。

参加者からの声

2022年度

2023年度

2024年度

2022年度

2023年度

2024年度

2022年度

2023年度

2024年度

チャレンジマーケットについて

●出店者それぞれのチャレンジの熱が
凄まじかったです。

●販売目的のチャレンジと、人との交
流目的の側面があるチャレンジとあっ
て、雰囲気が良く感じた。

トークイベントについて

●知らないことが知れるって何歳に
なっても良いなと思いました。

●新しい視点に出会う機会になった。

利用者だけでなく、 大手門の堀遊
歩道が開通したり、 クルーズ船の
寄港が相次いだことで、 たくさん
の人に来館いただきました。

前年比 137%
最も多かった日の最大利用件数は

13 件でした。

4 月 14 日 （日）
千秋公園 「桜まつり」 の影響で

過去最高

豆腐百景の看板メニュー

たくさんお召し上がりいただき、
ありがとうございます。

ドリンクが上位を占めました。
館内外どこでも飲食可能です。

ゴーヤ、 きゅうり、 大玉トマト、 
ミニトマト、 長ナス、 白ナス、 
ピーマン、 とうがらし、 オクラ、
インゲン、 さつまいも、 枝豆、 
空芯菜、 いちじく、 大葉、 

カモミール、 バジル、 ローズマリー

文化創造館では2021年の開館以来、継続的にアンケート調査を実施しています。

お住まいのエリアを教えてください

約８割が市民！ 県外の人たちの利用も増えています。

ご利用されたのは個人ですか？団体ですか？

どんな人たちが、 どんな活動をしているの？
利用者アンケートから、 過去 3 年の変化をみてみましょう

その他 ： 水産業、福祉・健康づくりほか

あなたの活動分野をお答えください

居住エリア

個人・団体比率

活動分野

秋田市内 81.5% 県内 11.1% 県外 7.4%

県内 8.5% 県外 4.3%

県内 15.7% 県外 6%

秋田市内 87.2%

秋田市内 78.3%

個人 66.8%

個人 72.8%

個人 78.6%

生活文化
18.5%

音 楽
16.7%

美 術
14.8%

工 芸
9.3% その他 40.7%

美 術
21.1%

生活文化
17.9%

音 楽
8.4%

舞台芸術
7.4% その他 45.2%

美 術
37.5%

生活文化
20%

食文化
7.5%

音 楽
6.3% その他 28.7%

団体 33.2%

団体 27.2%

団体 21.4%
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